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化　都議会公明党が提案し第３回定例会の補正予算に盛り込

まれた高齢者・障がい者施設の利用者・職員への PCR 検
査料の補助について、来年度も支援策を講じるべきと主張。
都は「今後も感染状況を踏まえ、施設における感染拡大防
止に万全を期していく」と答弁しました。

　都議会公明党が提案し第３回定例会の補正予算に盛り込
まれた高齢者・障がい者施設の利用者・職員への PCR 検
査料の補助について、来年度も支援策を講じるべきと主張。
都は「今後も感染状況を踏まえ、施設における感染拡大防
止に万全を期していく」と答弁しました。

　都議会第４回定例会の代表質問で
都議会公明党は、新型コロナウイル
ス対策をはじめ、教育や高齢者の肺
炎球菌ワクチン接種の補助等の諸課
題について活発な提案を行い、施策
の前進につながる答弁を引き出しま
した。都議会公明党の代表質問の主
な質疑内容を紹介します。
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　平成 29 年度より実施
されている私立高校授業
料無償化について、所得
要件等の審査の必要性か
ら保護者が実際に補助金
を受け取るまでに数か月
要することを指摘。補助
金支給までの期間の短
縮、補助金と学費支払い
との相殺において保護者
の手を煩わせない工夫を
整えるべきと強く求めま
した。
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　「一時預かり事業に積極的に参加した
い」との保育事業者の声を踏まえ、一時
預かり等の事業を産後の子育て家庭を支
援するために活用していくべきと提案。
都は「産後ケア事業と
併せて一時預かり事業
等の活用が一層進むよ
う、区市町村に対して
積極的に働きかけてい
く」と答弁しました。

産後の子育て支援に
一時預かり事業を活用

　新型コロナ対策における経済対策のひ
とつとしてプレミアム付き地域振興券の
発行を提案。区市町独自で発行している
プレミアム付き商品券の発行期限が令和
３年２月までに終了することをふまえ、
都が主体となって区市町や地域の商工会
議所・商工会と連携してプレミアム付き
地域振興券を発行
するよう強く要望
しました。

プレミアム付き
地域振興券発行を

　都立高校において、１人１台端末を活
用した学びが可能となるよう「東京都版・
都立高校 GIGA スクール構想」のような
具体的な検討を進めるべきと提案。小池
知事は「高校段階の学びにふさわしい
１人１台端末の整備に
向け、仕様や整備方法
等について着実に検討
を進めていく」と答弁
しました。

都立高校における
ICT環境整備の充実

　インフルエンザの流行防止対策につい
ては、ワクチン不足にならないよう円滑
な流通に向けた取り組みを要請。都はワ
クチンの都への供給見込みは約 714 万
人分であり、平成８年度以降最大だった
昨年度の使用量に比
べ約２割増となるこ
とを明らかにし、供
給には万全を期す考
えを示しました。

インフルエンザワクチンの
確保に万全期せ
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